
い
し
か
わ

農
業
法
人
だ
よ
り
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第26回通常総会リモート開催

6

月
10

日
に
第
26

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

ｍ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
て
の

議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

・
会
長
理
事

佛
田

利
弘
（
㈱
ぶ
っ
た
農
産
）

・
副
会
長
理
事

吉
中

伸
一
（
㈲
能
都
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
）

・

〃

宮
崎

数
馬
（
㈲
フ
ァ
ー
マ
ー
）

・

〃

濱
田

栄
治
（(

農)

ア
グ
リ
ス
タ
ー
オ
ナ
ガ
）

・

〃

林

浩
陽
（
㈱
林
農
産
）

・

〃

軽
部

英
俊
（
㈱
六
星
）

・

〃

吉
田

義
弘
（
㈲
吉
田
農
産
）

・
特
別
理
事

井
村
辰
二
郎
（
ア
ジ
ア
農
業
㈱
）

・
専
務
理
事

宮
野

義
隆
（(

農)

Ｏ
Ｎ
Ｅ
）

・
常
務
理
事

裏

貴
大
（
㈱
ゆ
め
う
ら
ら
）

・

〃

瀬
爪

忠

（
㈲
内
浦
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
）

・
顧
問

番
場

睦
夫
（
㈲
ば
ん
ば
）

・

〃

岸

省
三
（
㈲
三
共
農
園
）

・

〃

河
二

敏
雄
（
㈲
か
わ
に
）

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
岩
濱
北
陸
農
政
局
長
（
当
時
）
と
の
20

年

後
の
稲
作
を
見
通
し
て
と
題
し
会
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
日
本
農
業
法
人
協
会
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
理

事
に
選
出
さ
れ
た
井
村
会
員
に
お
い
て
は
、
特
別
理
事
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
般
行
わ
れ
た
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議
に
お
い
て
、

日
本
農
業
法
人
協
会
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
の
補
欠
選
出
に
よ
り

当
協
会
佛
田
会
長
も
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
と
な
り
、
6

月
17

日

に
開
催
さ
れ
た
第
42

回
通
常
総
会
及
び
第
80

回
理
事
会
に
お
い
て
、

日
本
農
業
法
人
協
会
の
副
会
長
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

追
肥
を
省
略
！
ペ
ー
ス
ト
2

段
施
肥

水
管
理
を
ラ
ク
に
！
ア
ク
ア
ポ
ー
ト

技
術
経
営
委
員
会
（
濱
田
委
員
長
）
で
は
7

月
9

日
に
金
沢
市
内((

農)

Ｏ
Ｎ
Ｅ
圃
場)

に
て
ペ
ー
ス
ト
2

段
施
肥
技
術
と
稲
作
に
お
け
る
水
管
理
を

省
力
化
す
る
水
田
用
自
動
給
水
装
置
の
現
地
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

ペ
ー
ス
ト
2

段
施
肥
に
お
い
て
は
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ

リ
㈱
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
肥
料
の
特
徴
や
現
地
で
の
生
育
の
様
子
等
に
つ

い
て
研
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
技
術
は
基
肥
を
3

㎝
～
7

㎝
に
施

肥
し
、
追
肥
を
9

㎝
～
15

㎝
に
施
用
で
き
る
技
術
で
あ
り
、
動
力
散
布
機

を
使
用
し
た
追
肥
の
重
労
働
を
省
略
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
肥
料
設
計
は
基
本
的
に
自
由
に
変
更
が
で
き
る
こ
と
か
ら
圃
場

条
件
や
品
種
に
合
わ
せ
た
農
家
独
自
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

現
地
検
討
会
に
は
、
全
農
石
川
県
本
部
様
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
様
、
ク
ボ
タ

様
の
関
係
者
も
出
席
さ
れ
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
協
会
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
北
菱
電
興
㈱
様
か
ら
は
自
動
給
水
装
置

の
「
ア
ク
ア
ポ
ー
ト
」
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
置
が
非
常
に
簡
単

で
慣
れ
て
く
る
と
僅
か
5

分
足
ら
ず
で
の
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
使
用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
水
管
理
の
為
に
圃
場
に
行
く
頻
度
が

減
っ
た
等
、
そ
の
効
果
に
会
員
は
興
味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。



会
長
コ
ラ
ム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
徐
々
に
済
み
か
な
り
の

摂
取
率
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
デ
ル
タ
株
と
言
わ
れ
る
新
し
い
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
の
過
半
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
報
告
で
は
ワ
ク
チ
ン
を
2

度
摂
取
し
て
も
4

分
の
3

の
人
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
感
染
し
た
と
言
う
報
告
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
人
類
の
戦
い
は
、
人
間
を
駆
逐
し
よ
う
と
す
る
こ
の
ウ
ィ

ル
ス
が
人
間
の
体
を
使
っ
て
感
染
を
広
め
て
い
る
と
言
う
事
と
の
戦
い
で
す
。

各
委
員
会
の
活
動
予
定
を
共
有

7

月
26

日
に
第
4

回
理
事
会
を
リ
モ
ー
ト
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
理
事
会
で
、
各
委
員
会
の
今
度
の
活
動
予
定
を
共
有
し
ま
し
た
。
各
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
活
動
予
定
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

政
策
提
言
委
員
会

（
佛
田

利
弘

軽
部

英
俊
）

技
術
経
営
委
員
会

（
濱
田

栄
治

吉
田

義
弘
）

組
織
活
性
化
委
員
会
（
宮
崎

数
馬

宮
野

義
隆
）

広
報
活
動
委
員
会

（
林

浩
陽

吉
中

伸
一

裏

貴
大

瀬
爪

忠
）

・
農
業
関
連
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

・
コ
メ
対
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会
の
開
催

・
予
算
説
明
会
の
開
催

・
政
策
提
案
意
見
の
集
約

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農
薬
散
布
等
の
実
演
会
の
開
催

・
安
全
講
習
等
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
各
種
資
格
取
得
に
関
す
る
研
修
の
実
施

・
地
域
活
動
の
開
催

・
会
員
数
の
拡
大
に
関
す
る
活
動
の
実
施

・
そ
の
他
、
組
織
の
活
性
化
に
関
す
る
活
動
の
実
施

・
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
い
し
か
わ
法
人
だ
よ
り
の
発
行

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
会
員
交
流
及
び
情
報
発
信

本だよりの配布対象
会員、賛助会員、アグリサポート会員、各関
係機関
会員の皆様へ
「いしかわ農業法人だより」のメール配信を
希望する方は、協会事務局の牧野・山越・吉
田までご連絡お願いいたします。
牧野：gmakino@inz.or.jp

山越：y-kazuki@inz.or.jp

吉田：syogo-y@inz.or.jp

今
後
、
人
類
は
こ
の
よ
う
な
バ
イ
オ
リ
ス
ク
と
の
戦
い
を
延
々
と
強
い
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
農
業
は
様
々
な
病
原
体
と
の
戦
い
の
中

で
農
産
物
の
生
産
量
を
最
大
化
し
人
間
に
供
給
す
る
の
が
農
業
の
役
割
で
す
。

農
研
機
構
等
の
研
究
成
果
に
は
、
ホ
ソ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
が
環
境
土
壌
中
の
殺
虫

剤
分
解
細
菌
を
取
り
込
ん
で
体
内
に
共
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
殺
虫
剤
抵

抗
性
」
を
獲
得
し
得
る
と
い
う
現
象
が
発
見
さ
れ
た
と
言
う
論
文
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
カ
メ
ム
シ
の
よ
う
に
、
我
々
は
戦
う
と
言
う
よ
り
は
、
そ
う
い
う
生
き
物

た
ち
と
の
共
存
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
林
水
産
省
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
今
後
展
開
し
、
環
境
持
続

型
農
業
に
大
き
な
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2

現
場
で
は
様
々
な
生
産

へ
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
が
、
病
害
虫
や
雑
草
と
の
共
存
ま
た
は
共
存
を
す
る
技

術
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界
的
な
人
口
の
増
加
も

徐
々
に
拡
大
し
て
お
り
穀
物
生
産
の
不
足
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
日
本
の
米
は
需
要
の
偏
在
で
過
剰
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
価
格
の

下
落
が
深
刻
に
懸
念
さ
れ
ま
す
。

改
め
て
農
業
経
営
と
は
、
ど
う
い
う
価
値
観
や
哲
学
を
持
っ
て
、
ど
の
方
向
に

進
む
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
進
む
べ
き
道
は
、
近
隣
の
農
業
者
や
兼
業
農
家
も
含
め
た
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
に
よ
っ
て
創
ら
れ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

今
後
石
川
県
農
業
法
人
協
会
と
し
て
、
行
政
・
農
業
関
係
団
体
・
関
係
企
業

や
地
域
等
と
さ
ら
な
る
連
携
を
高
め
、
少
数
派
と
な
っ
て
い
く
農
業
者
が
業
界

全
体
と
連
携
し
て
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。(

佛
田)
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熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

8

月
に
入
り
、
暑
さ
が
よ
り
一
層

強
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
連
日

熱
中
症
等
に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
作
業
で
疲
労
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
喉
が
渇
い

て
い
な
く
て
も
小
ま
め
な
水
分
補
給
、

涼
し
い
場
所
で
適
宜
休
憩
を
取
る
等
、

体
調
管
理
に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
月
か
ら
収
穫
作
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
か
ら
労
働
安
全
に
も

努
め
ま
し
ょ
う
。

mailto:y-kazuki@inz.or.jp

